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恵子
Bodhicaryavatara (r入菩提行j，以下 BCAと略す〉は， 8世紀初頭
のインド仏教中観派の学僧であるシャーンテイデーヴア.(Santideva)の
著作とされている。整ったサンスクリット語の韻文で書かれた約900備IL
全10章からなる作品である。この作品はすでに19世紀の末から諸学者の関
心を集め，宗教体験を端麗な詩にうたった芸術的作品として評価されてき
たの。現代語への翻訳も何度も行われている。しかし， BCAが何のために
著された，どういう性格の作品であるかについては，これまでまとまった
研究は行われていない。研究の対象として，教理的議論が展開されている
第9章が主に注目されてきたからである。そこで本稿は，テキスト全体の
構成と，従来見過ごされてきた叙述の特徴から， BCAそのものの基本性
格を明らかにすることを目的とする。
(1) BCAの構成
BCAは前述のとおり全10章からなっているの。テキストには各章末に次
のような章名が付されている。
第1章:Bodhicittanusarpsa 「菩提dむの讃嘆」
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第2章:Papadesana 「罪悪の憤悔」
第3章:Bodhicittaparigraha 「菩提心の摂受」
第4章:Bodhicittapramada 「菩提心の不放逸」
第5章:Samprajanyarak号al).a 「正知の守護」
第6章 :K号antiparamita 「忍耐の完成」
第7章:Viryaparamita 「精進の完成」
第8章:Dhyanaparamita 「禅定の完成」
第9章:Prajnaparamita 「智慧の完成」
第10章:Paril).amana 「回向J
この作品の構成は，内容のうえから大きく三つに分けて考えることがで
きる。まず，前半の第1章から第4章まで、は，菩提を求める心(bodhicit-
ta菩提心)を起こすこと(発菩提心)と，菩提にむけて努力する決意と
を述べている。次に，後半の第5章から第9章は，菩提に到達するための
菩薩の学道〈五i均的を述べている。そこでは学道が，大乗仏教の修行体系
のひとつである六波羅蜜 (paramita完成)(施，戒，忍，精進，禅定，智
慧〉にそって叙述されている。このことは，第6章から第9章までについ
ては章名に明示されている。第5章については，内容のうえから，また漢
訳がこの章の題を「護戒品」とすることから，戒波羅蜜を述べていると考
えることができる4)。そして最後の第10章では，あらゆる存在への回向と，
結びの言葉を述べている。つまり前半部は菩提行に入ろうとL、う決意を，
後半部はその菩提行の内容を，そして最終章は結びを述べているといえ
るの。
(2) BCAと発心儀礼
BCAの大きな特色の一つは，第2章から第3章にかけて，供養などの
儀礼行為が並んで、現れていることである。注釈者プラジュニャーカラマテ
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ィ (Prajnakaramati，11世紀噴〉の分類に従えば，礼拝 (vandana)，供
養 (pujana)，帰依 (saral)agamana)，罪の蟻悔 (papadesana)，福徳
の随喜 (pul)yanumodana)，仏の勧請 (buddhadhye号al)a)，懇請 (ya-
cana)，菩提の回向 (bodhiparil)amana)という 8つの儀礼行為が続け
て述べられている (BCAPp. 44←り。これらの行為は，大衆の経典や論書
(特に中観系統〉にしばしばー続きのものとしてひとまとまりで現れるも
のである。行為の種類・数・順序は必ずしも一定していないが，七という
数でまとめられる傾向がある (r七種無上供養」など)6)0BCAはこれら
の一連の行為を網羅して，その各々に関して詳しい叙述を行っている点で，
この儀礼行為の整備された形を伝えているものといえる7)。そのことは，
BCAのこの部分が，後世の文献にこれらの行為の典拠としてよく引用さ
れていることからもうかがえるめ。
これらの儀礼行為の中でも，供養は特に詳しく，かっ具体的に記述され
ている。供養の記述は一連の犠礼行為の記述の4分の 1を占めている。そ
こでは行われる行為，用いられる供物などが詳しく具体的に述べられてい
る。ところでここに述べられている供養は，いちいちを実際に行うのでは
なく，対象と供物を思い浮かべて心の中で行う供養である。このことは，
次の侮に明瞭に述べられている。
BCA 2. 6ab adaya buddhya munipurpgavebhyo 
niryatayamy e号asaputrakebhyal). / 
〔以上に述べた花，果実その他を〕意識 (buddhi-)によって手にと
って，牡牛のごとき聖者たち(=諸仏〉と子供たち(=諸菩薩〉に，
このわたしは捧げる。
このような供養は「心的供養J(manasa-puja)といわれる。心的供養
も特定の時と場所において，一定の形式をもって行われる儀礼行為の一つ
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であるの。この心による供養が，一続きの行為の最初のものとしてここで
規定されている。
この一連の儀礼行為によって行われているのが，菩提心を起こす発菩提
心の儀礼であることは，最初の行為である供養が「そこで， [菩提〕心と
いう宝なつかみとるために，いまここでわたしは如来たちの供養を正しく
行う (taccittaratnagrahaI).aya samyak pujarp. karomy e号atatha. 
gatanam)j (2. lab)とされ，これらの行為のすぐあとで["[かつて諸仏
が菩提心をつかみとったように〕そのように，世界の人々のためになるも
のとして，いまここでわたしは菩提心を起こす (tadvadutpadayamy 
e守abodhicittarp. jagaddhite)j (3. 23ab)と発菩提心が宣言されている
ことによってわかる。つまり， BCAにおいては，供養に始まる一連の行
為が，まさに発菩提心の儀礼をかたちづくっているといえる。このように，
文中に具体的な儀礼行為を含んでいることは，この作品の大きな特色であ
る。
(3) ニ種の菩提心
ところで菩提心に関して， BCAは次の二種の区別を認めている。
BCA 1. 15 tad bodhicittarp. dvividharp. vijnatavyarp. samasatal:].j 
bodhipraI).idhicittarp. ca bodhiprasthanam eva caj j 
要約すれば，この菩提心は二種類あると知られるべきである。〔す
なわち〕菩提を誓願する心と，菩提に前進する〔心〕とである。
このニ種の菩提心は， ["たとえば行くことを望む人と〔実際に〕行く人
との区別が認められるように (gantukamasyagantus ca yatha bhedaち
pratiyate)j (1. 16ab)と区別されている。それぞれの菩提心の果報も
「菩提を誓願する心の果報は，輪廻の中のことではあるが，大きい。しか
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L [それは，菩提に]前進する心のような，不断の福徳、をもつものではな
い (bodhipraI}idhicittasyasaq1sare 'pi phalaq1 mahat / na tv 
avicchinnapu阜yatvaq1yatha prasthanacetasa1}. / /)j (1. 17)と区別
されている10)。この二種の菩提心の区別は， BCA全体の構成にも対応し
ている。前述したように，この作品は前半部と後半部に分かれている。前
半部の第2章から第3章 (3.21まで〉にかけて行われている発菩提心は，
菩提を誓願している段階である。それだけで満足するのでなく菩提に前進
しなければならないと，自らを鼓舞し，その決意を表明しているのが第3
章 (3.22から〉と第4章である。そこでは， I[かつて諸仏が菩提心会つ
かみとったように〕そのように，世界の人々のためになるものとして，い
まここで、わたしは菩提心を起こす(原文は前掲)j(3. 23ab)という発菩
提心の宣言に続いて， I以上のように決意して， 説かれたとおりの学道合
実践するためにわたしは努力する (evaq1viniscitya karomi yatnaq1 
yathoktasik頃pratipattiheto1}.)j(4. 48ab)という菩提行への決意の表
明がなされている。そして続く後半部の第5章からは菩薩の学道に入る。
つまり，二種の菩提心の区別から見れば I菩提を誓願する」一つめの菩
提心は，第2章から第3章の発菩提心の段階に相当L，I菩提に前進する」
二つめの菩提心は，第5章以降に述べられている菩提への学道をも含む菩
提行の全行程を行おうとする，より高次の，菩提への心である。
しかし，ここで注目すべきは，この作品では菩提行が完全に達成される
ことまでは述べられていない点である。学道の最終段階である智慧の章は，
次のような未来への希望の言葉で、終わっている。
BCA 9. 168 kadopalambhad符tibhyodeSayi軍yamisunyatam / 
saq1Vrtyanupalaq1bhena pUI}yasaq1bharam 
adarat / / 
30 
わたしはいつ，認識[をそのまま真理であると思い込む]見解をも
っ人々のために，世俗[の言語表現]を用いて空性を，認識を否定す
る[空の立場]によって福徳の資糧を，注意深く教えられるだろうか。
BCAが菩提行の未完成の段階で学道の叙述を終えていることは，作品
全体の性格を示唆する重要な事実であるとともに，以下に論じる第10章の
回向の主体の問題に結び付いている。
(4) 一人称
BCAという作品の性格を考えるうえで重要なことは， この作品の全編
にわたって，一人称で述べられている文が頻繁に現れるという事実である。
例えば，前半部に叙述されている一連の儀礼行為は，すべて一人称で表明
されている。それに続く学道への決意表明も一人称で行われている。また
後半部にも， rそのようにわたしは努力する (tatha yatnarp karomy 
aham)J (6. 6gb)， rわたしは精神集中(三味〉をなす(samadhanarp 
karomy aham)J (8. 186めなどといった，学道に関して一人称で決意
を表明する文が要所要所に現れる。さらに表明文の中だけでなく，それ以
外のところにも「わたし」という言葉がたびたび現れる。そLて，最後の
第10章の回向も一人称で行われている。
ただし，第10章の一人称については吟味が必要で、ある11)。ここで行われ
ている回向が，誰による何の回向であるのかは，これまで検討されたこと
がなかった。この問題の解決は，回向の宣言を行い第10章の主題を述べて
いる，章の冒頭備をどう解釈するかにかかっている。
BCA 10. 1 bodhicaryavatararp me yad vicintayata:Q. subham / 
tena sarve jana:Q. santu bodhicaryavibhu守al)a:Q./ / 
菩提行に入ること (bodhicaryavatara-)を思念 (vi-cint)してい
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るわたしの功徳 (subha-)によって， (わたしだけではなく，同時に〕
すべての人々が菩提行を飾りとするものとなれ12)。
これまではこの備は，著者シャーンテイデーヴァが， BCAという作品
を著作したことによって生じた功徳を回向しているのだと考えられてき
た13)。しかし，この備に始まる第10章全体は，下記の1.4に始まる巻頭の
菩提心の一節に対応している。
BCA 1. 4 k~aI).asatp.pad iyatp. sudurlat】ha
pratilabdha puru守arthasadhani/ 
yadi natra vicihtyate hitatp. 
punar apy e寺asamagamal). kutal). / / 
〔人間として生まれるという〕この非常に得がたい，人間の目的
〈解脱〉を達成させる好機に恵まれる幸運が得られた。もしここで，
ためになるもの (hita-)が思念 (vi・cint)されなければ，どうして
再びこのように〔幸運に〕めぐり会うことが〔あり得ょうか〕。
ここでいわれている「ためになるもの (hitaう」が何であるかは，その
あとの 1.7で明らかにされる。
BCA 1. 7ab kalpan analpan pravicintayadbhir 
dr斜atp.munindrair hitam etad eva / 
少なからざる劫にわたって思念し続けている聖者の王たち(=諸菩
薩〉によって，まさにこれ(直前の備で述べられた菩提心〉こそがた
めになるもの (hitaうであると見きわめられた。
つまり BCAは， rためになるもの (hita-)，すなわち菩提心を思念
(vi-cint)しなければならなしづという言葉で始まっているのである14)。
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「菩提心を思念する」ということは，菩提を求める気持ちを心にもつ，す
なわち菩提行を行おうと決意することである。 10.1でいわれている「菩
提行に入ること (bodhicaryavatara.)を思念 (vi・cint)する」ことは，
この1.4で、提起された主題に他ならなし、。したがって，第10章で行われ
ている回向は，まさに， 1.4以来の「菩提行に入ることを思念している」
人物による，それによって生じた功徳の回向なので、ある。
このように，第10章の回向の主体が第9章までの語り手と同じであると
いうことは，この作品が第1章から第10章まで、の全体にわたって一貫して
ひとりの人物の「わたし」によって語られているということである。この
事実は，この作品が全体をひとりの人聞が朗読するのに適した形に作られ
ていることを示している。朗読する「わたし」とは，全編にわたって菩提
行に入ることを思念している人物，すなわち菩提行に入ることを決意した
修行者である。
(5) BCAの性格
以上に論じてきたことをまとめると次のとおりである。(I)BCAは
菩提行を述べている作品である。全体の構成は，発菩提心と学道への決意
を述べる前半部，学道を述べる後半部，回向と結び，という三部からなっ
ている。 (2)BCAは，文中に具体的な儀礼行為を含んでいる。それは
菩提心を起こす発菩提心の儀礼である。(3)BCAでは菩提心には二種
類あるとされる。その区別は作品の構成にも反映している。発菩提心だけ
にとどまればそれは第一の菩提心 (1菩提を誓願する心J)であるが，菩提
心を起こしたあと続いて学道を学ぶ決意をL，学道に入ってし、く修行者の
菩提心は第二の「菩提に前進する心」である。しかしこの作品の学道の叙
述は，菩提行が未完成の段階で終わっている。 (4)BCAは，第10章の
田向を含む全編を，一貫してひとりの人物が一人称で語る形式をとってい
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る。このことはこの作品が朗読に用いられた可能性を示している。朗読す
る人物は，菩提行に入ることを決意し菩提行を実践する修行者である。
以上のことを総合Lて考えれば，この作品の性格について次のような結
論が得られる。すなわち， BCAは修行者が朗読することができるように作
られている作品である。どんな修行者でも，この作品を朗読することによ
って，発菩提心の儀礼を行い，菩提行に入る決意を言葉を尽くして表明す
ることができる。また，修行への意欲を自ら鼓舞することができる。この
ような性格は，この作品の結びの部分によく表れている。第10章は人々へ
の回向を行っている章であるが，結末部分では「わたし」の願いを述べる
文がまとまって現れる。そこでは， 1文殊〔菩薩〕が行うような，その同
じ〔菩提〕行がわたしに生じますように (yathacarati manjusrキsaiva
carya bhaven mama)J (10.54cd)のように，自らの修行がうまくし、く
ことを願う言葉が続けて述べられている。そして文殊と師匠 (kalyaQa-
mitra)とに帰依・礼拝を行ってこの作品は終わっている。 この作品の朗
読は，修行者の日々の修行の一環として行われたものとも，ある特定の儀
礼において行われたものとも考えられる。後者であればその儀礼は，文中
で発菩提心の儀礼が行われていることから，発心儀礼と考えることが可能
である。あるいはさらに，後半部で菩薩の学道が述べられていることから，
発菩提心と学道の受持とで，受戒の儀礼と考えることもできるかもしれな
し、。
BCAは，宗教感情を切々と述べた宗教詩ではない。また，教理を解説す
る論書でもなし、。仏教の修行者が日々，あるいは特定の儀礼において，朗読
するためのテキストとL、う性格をもっ作品である。しかし，伝承の過程で
BCAのこの性格は薄れていったものと思われる。現在の流布本は，より
古い形を伝えていると考えられる敦憧写本にくらべて，第5章から第9章
までが大幅に増広されている15)。特に第9章「智慧の完成」は増広が著し
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く，ほぼ倍増している。第5章から第9章までは，前述したように菩薩の
学道を述べている部分である。したがって第1章から第4章や第10章より
も教理的な題材を多く扱っている O この部分だけが特に増広されたとい
うことは，この作品が教理を説く書物のーっとして考えられるようになり，
教理についてより詳しく書き加えられていったということを示唆する。そ
れとともにこの作品の，朗読用のテキストとしての性格は失われていった
のであろう。チベット大蔵経の中に， u入菩薩行所出誓願 (Bodhisattva. 
caryavatarodbhavapra:t).idhana)j] (Peking (150J 5929， Mo 300b8-
304a5) として， BCAの第3章と第10章からの抜粋を誓願儀礼用の独立し
たテキストに編纂したものがある。この種のテキストが編まれたのも，
BCAが本来もっていた，儀礼などにおいて朗読するものとL、う性格が失
われたために，それに代わるものが必要になったからだとも考えられる。
j主
1) 敦;埠出土チベット文書の中に，約700偏からなる BCAのチベット訳写本
が存在することは Poussin1962に記されている。この敦;臨本が BCA本
来の形により近いものであり，サンスグリット原典が現存しチベット訳・
漢訳ももっ流布本は後世増広されたものであることが，斎藤明 1986によ
って指摘されている。特に第5章の敦埋本との関係については， C. Is. 
hida 1988参照。
2) 金倉円照 1965，p. 239参照。
3) 敦:屋本では第2章と第3章が一つの章(章名「菩提心の摂受J)として数
えられている。 Poussin1962， p.196参照。
4) 施波羅蜜についてはまとまった記述がない。ただし漢訳は第2章の題を
「菩提心施供養品」とする。
5) 第10章に関しては， Prajnakaramatiがこの章を注釈していないことなど
から， Poussin (1907， pp. 143-144)が，後世の付加ではないかという疑
問を提出した。しかし Vaidya(1960， pp. viii-ix)の論証や，チベット
大蔵経に残っている BCAP以外の BCAの諸注釈がみな第10章にも注
釈していることから， BCA本来のものとして考えてよいと思われる。
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6) 例えば，静谷正雄 1974，pp. 133-135によれば，最初期大乗仏典である
『舎利弗悔過経』に，機悔・随喜・勧請を行うことが述べられているが，
回此発願はまだ含まれていないという。また，龍樹の RatnavaUには，
帰依，礼拝，随喜，勧請，回向の行為がー続きに語られている (5.66-85)。
『華厳経』入法界品の最後にある「普賢行願賛j(泉 p.374によれば，
5世紀までに成立〉第12偏に，これらの行為の名称がまとめて述べられて
いる。 vandanapujanadesanataya modanadhye号al)ayacanataya/ yac 
ca subharp. mayi sarp.citu kirp.cid bodhayi namayami ahu sarvam/ / 
「礼拝，供養，餓悔，随喜，勧誇，請仏住世の故に我によりて集められたる
何らかの清浄を一切我れ菩援のために回向せむj(泉訳1929p.393)。また，
Dharmasarp.grahaには「七種無上供養 (saptavidhanuttarapuja)j と
して，礼拝，供養，機悔，随喜，勧請，発菩提心，回向があげられている。
ただし，このテキストの IndiaOffice Library ms.では供養と回向を除
き三帰依を加えた6つが， Cambridge ms. では供養と勧請と回向を除き
三帰依を加えた5つが CambridgeFragment では発菩提心を除いた
6つが，それぞれ「七種無上供養」としてあげられている。 Cambridge
ms.は iBodhicaryavataraなどの著作に記されているj (bodhicarya. 
vataradigrarp.the likhitam)として， BCA の備の~i誌を引用している
(礼拝:BCA 2.24ab， i銭悔:2. 64ab，随喜:3.1ab，発菩提心:3. 25a) 
(K. Kasawara， ed.， The Dharma司S即時graha，1972， p. 3， n. 5; 
Poussin 1904-14， p. 56， n. 1， 4;白崎顕成 1990a，p. 52.ただし白崎
1990aは三帰依に BCA2.26を対応させているが，これは BCAからの
引用ではない〕。 さらに， 12世紀半ばの成立とされる Sadhanamalaには
「七種無上供養 (saptavidhanuttarapuja)jという語を用いるサーダナ・
テキストがL、くつかある。しかし特に「七種無上供養」と記さずに，一連
の行為を「機悔などji三帰依など」と呼ぶもののほうが多い。また行為
の数も 7に限らず 4から10までのあらゆる数の行為を述べるサーダナが
ある(清水乞 1978，pp. 65-69)。 また，行為の具体的な内容を記さない
が， Nagarjuna (7世紀〉の Bodhy孟pattidesanavrttiに「七浄 (bdun
dag pa)j， ]itariの Natha同obhyasadhanaに「七の浄 (bdunpo 
rnam par dag pa)j， Kr刊 aの Triskandhasadhanaに「礼拝を始めと
する 7をなすべきである」という表現がある(白崎 1990a，pp. 44-49)。
7) それぞれの行為は次の箇所に述べられている。供養:BCA 2.1-23; 50， 
ネLt平:2.24-25; 51-53 ， 1.帯イ衣:2. 26; 48-49; 54， 1鎖"悔:2.27-47; 55-66， 
随喜:3.1-3，勧請:3.4，懇請:3.5，回向:3.6-21. 
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8) 注6)参照。そのほか，藤田光寛 (1988，p. 876) によれば，チベット人
Bsod nams seIl ge (15世紀〉の儀礼書がこれらの行為に関して BCAに
言及しているという。また Jit忌riの Bodhicittotpadasamadanavidhiで
は BCAのこの箇所の備を唱えることによってこれらの行為をなすとし
ている(白l崎 1990b，pp. 82-84)。また BCA2. 64-66 ci'銭悔の部分〉とほ
ぼ同じ備が， ネパー ノレで'10世紀以降に成立した仏教プラーナ文献 Svaya.
mbhu-pural).aに現れ (Poussin1904-14， pp. 72-73)，さらに，ネパー
ノレで、現在も行われている供養法 Guruma早q.ala-pujaの中で祈祷文の一部
として用いられてし、る。 Guruma早q.ala-pujaについては，氏家昭夫
1973; 1. Shima 1991参照。
9) 心的供養については， Buhnemann 1988， pp. 88-93参照。また同書は
p. 7， n. 8で BCAのこの筒所を心的供養として言及している。
10) BCAの二種の菩提心およびそれ以降の二種菩提心説の展開については，
頼富本宏 1973参照。
11) 以下は M.Kajihara in pressの要約である。
12) チベット訳は cd句を「すべての人々は菩提行に入りに来るようにJとす
る。敦煙写本も同じ。
13) Poussin 1892， p. 103; 1907， p. 143;金倉円照 1965，p. 211; Matics 
1970， p. 284; Kelsang Gyatso 1989， p. 359; Sharma 1990， Vol. 2， p. 
471f; n. 2. 
14) 冒頭の三傷が流布本への増広の段階で、付加されたことについては， Kaji-
hara in press参照。
15) 約200傷増えている。敦爆本の各章の偶数については，斎藤 1986，pp. 88 
-89参照。
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